
日本の産業革命

日清戦争のころに発展 日露戦争のころに発展

世界で最初に産業革命が起こったイギリスから約150年遅れで日本でも産業革命が起こった



八幡製鉄所（やはたせいてつじょ）

日清戦争後の下関条約で得た賠償金を利用して
建設された



財閥の出現

日本で産業革命が起こったころから、政府から工場や鉱山を安くゆずり受ける
企業が出現。
三井・三菱・住友などが有名で、やがて金融や貿易、鉱工業など多角的な経営

で日本の経済を支配し、財閥とよばれるようになった。

一部の財閥だけが経済を支配してもうかる仕組みになっていったんだね



労働者と農民

財閥など一部の資本家の暮らしは豊かになる一方で、
労働者は低賃金・長時間労働を強制され、農民の中
には土地を失い小作人となる人も多くいたんだ

貧富の差が大きくなった



足尾銅山鉱毒事件

産業革命が実現した日本では銅を使ってたくさ
んの製品をつくるようになり外国にも輸出して
利益を得ていた。
そのためには銅山から銅をたくさん掘り出さな
ければいけない。
ところが、銅を掘り出すときに同時に有害な鉱
毒が地面から流れ出してしまう。
その鉱毒が銅山の周辺の人々の生活に悪影響に
なり問題となったのが栃木県の足尾銅山だよ。
足尾銅山の近くの渡良瀬川に鉱毒が流れてし
まったんだ。そのとき解決に向けて立ち上がっ

た人物が田中正造で、この事件を
足尾銅山鉱毒事件という。


